
⼤学評価コンソーシアム総会

公⽰期間︓令和２年９⽉１５⽇（⽕）ー２３⽇（⽔）



ごあんない
• ⼤学評価・IR担当者集会2018から、総会は１週間ほど公⽰を⾏い、
ご意⾒をいただく⽅式に切り替えています。
• 今年度は、オンライン開催のため、⼤学評価・IR担当者集会webペ
ージに公⽰し、メーリングリストで配信させていただきます。
• こちらの資料をご覧いただき、ご意⾒、ご質問がありましたら、

令和２年９⽉２３⽇（⽔）１２時まで
に、⼤学評価コンソーシアム幹事会MLまでお知らせください。

aricore@ml.ibaraki.ac.jp （担当︓嶌⽥）
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議事次第
• 報告事項
• 勉強会等の開催／⼈材育成
• 情報誌「⼤学評価とIR」の発⾏
• 幹事会の開催

• 審議事項
• 今後の活動予定

• その他
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⽬標とその実現のための措置
（第⼆期⾏動計画（平成29－令和3事業年度））

１）⼤学評価やIRなどの活動を通して、⼤学の教育、研究、諸活動の充実につなげるた
めの⽀援を⾏う。
２）実践を基本として、役に⽴つ知識・スキルや事例の蓄積を勉強会や情報誌を通して
共有する。
３）⼤学評価やIRなどに携わるすべての⼈（⼤学、評価機関、政府等）に役に⽴つ活
動とする。
⾏動計画１︓本コンソーシアム会員に対して、⼤学評価・IR業務の効果的な推進、並び
にこれらの業務を通じて⼤学の改善を図るために必要とされる知識・技能の向上に資する
⽀援を⾏うとともに、会員が相互研鑽を図れる場を提供する。
⾏動計画２︓評価⼈材の能⼒・スキルを明らかにし、評価⼈材が⼤学の改善のために効
果的な⽀援が⾏えるような具体的なテーマを設定し、⽬的を明確にした評価⼈材の育成、
資質の向上を図る。 評価⼈材やIR⼈材に必要な能⼒・スキルを更に明確化し、それらの
能⼒・スキルを会員がより効果的に獲得できるよう内部質保証、FD、SD、研究マネジメン
ト、データ処理・ データ分析などに関連する⼈材育成を⾏う団体との連携を図る。
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勉強会等の開催／⼈材育成１
大学評価・IR担当者集会2019
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記号 セッション名 参加者
E21 評価初⼼者 41名
E22 計画⽴案・評価のためのロジックモデル 32名
E23 機関別認証評価 73名
R24 IR実務担当者 97名

令和元年8⽉22⽇（⽊）
神⼾⼤学と共同主催

記号 セッション名 参加者
E31 国⽴⼤学法⼈評価情報交換 52名
R32 初歩的な統計講座［講義編］* 34名
R42 初歩的な統計講座［演習編］* 32名
R33 IR実務担当者 106名

令和元年8⽉23⽇（⾦）

*統計数理研究所および
⽇本計算機統計学会との連携事業



勉強会等の開催／⼈材育成２
令和元年11⽉14⽇（⽊）
IR実務担当者連絡会 主催︓宮崎⼤学 共催 ⼤学評価コンソーシアム
会場︓宮崎⼤学 ⽊花キャンパス 創⽴ 330 記念交流会館コンベンションホール
参加者 75名

令和元年11⽉28⽇（⾦）
国⽴⼤学法⼈評価情報交換会 神⼾⼤学と共同主催
会場︓神⼾⼤学 梅⽥インテリジェントラボラトリ
参加者 31名
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勉強会等の開催／⼈材育成３
令和2年1⽉23⽇（⽊）
IR初級⼈材育成研修会
主催︓九州⼤学 基幹教育院 次世代型⼤学教育開発センター
後援︓⼤学評価コンソーシアム
会場︓JR博多シティ会議室１
参加者︓47名

令和2年1⽉24⽇（⾦）
継続的改善のためのIR/IEセミナー
主催︓九州⼤学 基幹教育院 次世代型⼤学教育開発センター
後援︓⼤学評価コンソーシアム
会場︓九州⼤学 伊都キャンパスセンター2号館2307教室
参加者︓79名
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情報誌「⼤学評価とIR」の発⾏
• 投稿原稿の受付を「事例報告」に限り令和2年9⽉1⽇から再開しました。
• ISSNを取得しました。（2435-8959）
• 年度内でのJ-Stage申請を計画しています。

http://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=lib
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幹事会等の開催
令和2年8⽉20⽇（⽊）
オンラインで実施。
○⼤学評価・IR担当者集会2020（オンライン開催）について
○情報誌「⼤学評価とIR」の受付再開について
○今後の運営について
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［報告］⾃⼰評価
• ⾏動計画1について：評価・IRに関する相互研鑽の場の提供に関しては、
これまでと⽐べると、その開催回数は減少した。これまでの活動内容を整
理し持続可能な範囲での事業設定と精選を⾏ったことに起因する。開催数
の減少はあったものの、⼤学評価とIR両領域にわたって相互研鑽の場は担
保されていると判断する。
• ⾏動計画２について：評価⼈材育成に関しては、教材化を進め内容の体系
化をはかった。IR⼈材育成に関しては、他組織と連携した⼈材育成プログ
ラムを提供し、互いの組織の相互補完的関係性を構築してきた。
• これまでもそうであったが、担当者のニーズの広がりと深化へ対応できる
取り組みはいまだ途上にある。評価初⼼者やIR初級の研修はある程度整っ
てきたが、それ以外のニーズに対してはその内容も含め、検討していく必
要がある。またそういった活動に合わせて、実施可能な組織体制の在り⽅
も模索していくことが求められる。
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［報告］過去1年の運営について
重要な決定事項の会員への周知
• IR実務担当者連絡会、勉強会、⼤学評価・IR担当者集会2020の開催や内容な

ど、重要事項については決定次第報告することが出来た、と考えられます。

⾦銭の授受を伴う事業について
• 実施していません。

その他
• 情報誌については、投稿受付を再開しました。
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［報告］監査⼈から監査報告年度の変更
監査⼈から監査報告
• ⾦銭の授受を伴う事業について実施していないことからも、これまで毎年実施していた

監査⼈監査を隔年にします（本年度は実施せず、来年度に2年間分を実施）。
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［審議］幹事の選任について
［代表幹事］
⼩湊 卓夫 九州⼤学 基幹教育院 准教授

［副代表幹事・企画担当］
浅野 茂 ⼭形⼤学 学術研究院 教授

［副代表幹事・事業担当］
⼤野 賢⼀ ⿃取⼤学 学⻑室（IRセクション） 教授/学⻑特別補佐（IR担当）

［副代表幹事・庶務担当］
嶌⽥ 敏⾏ 茨城⼤学 全学教育機構 准教授
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［審議］幹事の選任について
［幹事］
佐藤 仁 福岡⼤学 ⼈⽂学部 准教授［教学IR室⻑兼務］
末次 剛健志 有明⼯業⾼等専⾨学校 総務課 課⻑
関 隆宏 新潟⼤学 経営戦略本部評価センター 准教授［IR推進室兼務］
⼟橋 慶章 神⼾⼤学 戦略企画本部 戦略情報室 主任政策研究職員
橋本 智也 ⼤阪市⽴⼤学 ⾼等教育研究院 ⼤学教育研究センター 講師［IR室兼務］
藤井 都百 九州⼤学 インスティテューショナル・リサーチ室 准教授
藤原 将⼈ ⽴命館アジア太平洋⼤学 アカデミック・オフィス 専任職員
⼭本 鉱 九州⼯業⼤学 インスティテューショナル・リサーチ室 准教授
⼭本 幸⼀ 明治⼤学 教学企画部 教学企画事務室 副参事

幹事の任期は、9⽉24⽇から令和4年度の⼤学評価・IR担当者集会の中⼼的な⽇までとします。
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［審議］監査⼈等の選任について
［監査⼈］
監査⼈ 淺野 昭⼈ ⽴命館⼤学 教学部 事務部⻑
監査⼈ ⼤川 ⼀毅 岩⼿⼤学 評価室 教授

［アドバイザー］
岡部 康成 帯広畜産⼤学 ⼤学情報分析室 講師
⼩林 裕美 奈良先端科学技術⼤学院⼤学 研究・国際部国際課 課⻑
⽥中 秀典 宮崎⼤学 IR推進センター 准教授
難波 輝吉 名城⼤学 開学100周年事業室
藤原 宏司 ⼭形⼤学 学術研究院 教授

任期は、9⽉24⽇から令和4年度の⼤学評価・IR担当者集会の中⼼的な⽇までとします。
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［審議］今後の活動計画
⼤学評価コンソーシアムは、引き続き、以下のような活動を⾏う「プラットフォーム団
体」として活動します。

１）イベント開催⽀援（主にIR系）
２）イベント主催（主に⼤学評価系）
３）⼤学評価コンソーシアムのwebサイトやMLを⽤いた情報共有
４）情報誌「⼤学評価とIR」の発⾏

• １）に関して、申し込み、受付のためにコンソーシアムの会員情報を、必要最低限な
部分に限り会場校へ提供しています。
• オンライン開催の場合、開催校の概念が不明瞭となるため、１）についても、直轄事

業として実施している場合があります。
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